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　　　☆　福島の今　おすすめの動画（１）吉田千亜氏　オンラインセミナー　
　　　　　福島イノベーション コースト構想」と経済安保法の距離　
                  帰還困難区域に軍事研究拠点？～　　https://youtu.be/aHVywJTuO58　　　　　　ハンフォードをモデル施設に　ウラ面に海渡雄一弁護士の要約を掲載
　　☆　福島の今　おすすめの動画（２）　
　　　　　小出裕章さん福島県三春講演会　
　　　　　　　「原発汚染水はなぜ流してはならないか」
　　　◎　祝島島民の会の裁判を支援する会　結成集会
　　　　　　　2 月 4 日　午前１０時～　　光市島田　島田コミュニティセンター　
　　　    　祝島島民の会　中電訴訟　
　　　　　　　3 月 10 日　10 時 30 分～  山口地裁岩国支部
　　　　　　　13 時から島民の会・弁護団による説明会  岩国市民文化会館　小ホール　　◎　森重晴雄さん宇部講演会　２月 11 日（土）午後 1 時半～4 時
　　　　　　　　　　　　　宇部市総合福祉会館　ボランティア交流ホール（大）
　 　  ◎　3 月 18 日（土）上関原発を建てさせない山口大集会へ
                   午前９時半　山口市維新公園 野外音楽堂「ビッグ・シェル」
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原発ゼロへ！金曜ウォーク＠宇部へご参加ください。
　　毎週金曜日 午後 6時　集合場所：新川橋（ヒストリア宇部 横）
         原発をめぐる動き、全国の運動など情報交換とアピールの場です

https://youtu.be/aHVywJTuO58


福島国際研究教育機構とロボットテストフィールドをめぐって
　海渡雄一弁護士が、さようなら原発 1000 万人アクションの第 13 回オンライン学習会で、安
保 3 文書と経済安全保障推進法に関して講演をし、その中で吉田千亜さんの提起を再構成・要約
されています。引用転載させていただきます。
　●録画はこちら（開始 30 分後くらいに海渡さんの講演がはじまります）　　　　https://www.youtube.com/watch?v=SQM98Vf_9rk&t=6s
　●海渡さんの資料　関連部分は、後半です。　　　　　
前半：http://sayonara-nukes.heteml.net/nn/wp-content/uploads/
2023/01/01bdc203fa114477d556cb3a0f3ffb30.pdf
後半：http://sayonara-nukes.heteml.net/nn/wp-content/uploads/
2023/01/618f29900ab65bcfe281028ff4f9f554.pdf

• イノベーション・コースト、とりわけロボッ
トテストフィールドと福島国際研究教育機構こ
そが、この官民共同で、軍事と民生のデュアル
ユースを目指す、研究開発拠点の一つではない
かと指摘されている。
• まず、福島国際研究教育機構は福島浜通り地
域の国際教育研究拠点に関する有識者会議の提
言に基づいて設置された。理事長は山崎光悦氏
であるが、経済安保のキーパースン上山隆大・
内閣府総合科学技術・イノベーション会議常勤
議員も有識者会議委員となっている。
• 「創造的復興の中核拠点」として、研究開発、
その成果の産業化及び人材育成の中核となる福
島国際研究教育機構の整備を推進するとしてい
る。令和元年７月から約１年にわたり有識者会
議を開催し、令和２年 12 月に政府としての基
本方針を策定、令和３年 11 月に法人形態等を
決定に至っている。
• 令和４年２月に機構の設立に必要な法律案を
閣議決定し、同年３月に基本構想を決定した。
これが、経済安保法にうたわれているシンクタ
ンクの一つではないかと指摘されている。
• (吉田千亜氏 オンラインセミナー「帰還困難
区域に軍事研究拠点？～「福島イノベーション
コースト構想」と経済安保法の距離～」におけ
る報告から構成)

核戦争、生物化学兵器戦争を想定し
た訓練が
• また、この官民共同の技術協力の拠点の一つ
が福島県の浜通り、帰還困難区域に設けられた
「福島ロボットテストフィールド」(RTF)では
ないか。福島イノベーション・コースト構想に
基づいて整備され、2020 年から開始された
RTF は、無人航空機、災害対応ロボット、水中
探査ロボットといった陸・海・空のフィールド
ロボットの一大開発実証拠点とされる。
• 開所式で所長のあいさつで、「インフラや災
害現場など実際の使用環境を再現することで
陸・海・空ロボットの性能評価や操縦訓練等が
できる世界に類を見ない施設」と紹介している。
本当にこれは福島第一原発の廃炉に使うロボッ
トだけを研究するための施設なのだろうか?
• 「陸・海・空」という言葉遣いは自衛隊を想
起させる。災害対応とは謳っているものの、防
衛省陸上装備研究所がイノベーションコースト
構想研究会に示した「ロボットテストフィール
ドの活用」(福島・国際研究産業都市（イノ
ベーション・コースト）構想研究会（第 6 回）
配布資料平成 26 年 6 月 9 日)というプレゼン資
料では、水中で活動したり、CBRN対応となっ
ている。
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